
年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 1 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

高等学校　改訂版　標準　現代の国語（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

Ａ 世界を広げる
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関
係について理解することができる。
（（２）ア）

【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わる
よう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、文章の種類や、文
体、語句などの表現の仕方を工夫す
ることができる。（Ｂ（１）ウ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「なぜ本を読むのか」の読解
原稿用紙の使い方について
文章作成時の「根拠の示し方」の解
説
文章作成時の「説明の仕方」の解説
「根拠の示し方」「説明の仕方」で
学習した内容を踏まえた作文

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。（（２）ア）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、自分の考えや事柄が
的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方
を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句
などの表現の仕方を工夫している。（Ｂ（１）
ウ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　言葉を通じて積極的に自分の考えを表明した
り深めたりしながら、言葉の働きについての認
識を深めようとしているとともに、自らの学習
を振り返りつつ調整している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

Ｂ　書いて伝える
【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解すること
ができる。（（１）オ）

【思考力、判断力、表現力等】
　読み手の理解が得られるよう、論
理の展開、情報の分量や重要度など
を考えて、文章の構成や展開を工夫
することができる。（Ｂ（１）ウ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「書き方の基礎レッスン」の
内容理解
表現上の工夫（修辞）の活用
表記・表現の基本ルールを踏まえた
文章作成
接続表現に留意した文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
文章作成
調べ学習での活用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解している。（（１）オ）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な
どを考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。（Ｂ（１）ウ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方についての認識を深めるとともに、読み手の
存在を踏まえた論理の展開や情報の精査を行う
ことを通して、自らの学習を振り返りつつ調整
している。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

Ｃ　話して伝える（１）
【知識及び技能】
　話し言葉と書き言葉の特徴や役
割、表現の特色を踏まえ、正確さ、
分かりやすさ、適切さ、敬意と親し
さなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し、使うことができる。
（（１）イ）

【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えが的確に伝わるよう、
自分の立場や考えを明確にするとと
もに、相手の反応を予想して論理の
展開を考えるなど、話の構成や展開
を工夫することができる。（Ａ
（１）イ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「話し方の工夫」の内容理解
教科書「待遇表現」の内容理解
話し言葉と書き言葉をそれぞれ音読
した時の印象の違いについての活動
を踏まえた考察
相手と場面に応じた話し方の工夫に
ついての活動を踏まえた考察
直接的な表現と婉曲的な表現につい
ての活動を踏まえた考察
敬語表現を意識した言葉遣いの学習
相手や場に応じた言葉遣いの学習

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し、使っている。（（１）イ）

【思考・判断・表現】
　「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。（Ａ（１）イ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　話し言葉と書き言葉の特徴や役割について考
えたり、自分の考えが的確に伝わるように自分
の立場や考えを明確にしたりしようとする中
で、言葉の働きについての認識を深めようとし
ているとともに、自らの学習を振り返りつつ調
整している。

○ ○ ○ 11

定期考査

15

定期考査

○ ○ 1

Ｄ　言葉が開く世界
【知識及び技能】
　言葉には、認識や思考を支える働
きがあることを理解することができ
る。（（１）ア）

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて、文章や図表などに
含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈
したり、文章の構成や論理の展開な
どについて評価したりすることがで
きるとともに、自分の考えを深める
ことができる。（Ｃ（１）イ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「言語としてのピクトグラ
ム」の読解
引用の仕方についての学習
教科書本文の要約

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

○

３
学
期

Ｅ　話して伝える（２）
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関
係について理解することができる。
（（２）ア）

【思考力、判断力、表現力等】
　論理の展開を予想しながら聞き、
話の内容や構成、論理の展開、表現
の仕方を評価するとともに、聞き
取った情報を整理して自分の考えを
広げたり深めたりすることができ
る。（Ａ（１）エ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「論理的な表現」の内容理解
教科書「スピーチで自分を伝える」
の内容理解
主張と理由の関係性や妥当性につい
ての考察
スピーチの実践
１年間の学習の総括（学年末考査終
了後）

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。（（１）ア）

【思考・判断・表現】
　「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価して
いるとともに、自分の考えを深めている。（Ｃ
（１）イ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　言葉の働きについての認識を深めるととも
に、情報を相互に関係付けることを通して内容
や書き手の意図を解釈しようとする中で、文章
の構成や論理の展開などについての認識を深め
ようとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。（（２）ア）

【思考・判断・表現】
　「話すこと・聞くこと」において、論理の展
開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理
の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き
取った情報を整理して自分の考えを広げたり深
めたりしている。（Ａ（１）エ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　情報と情報との関係についての認識を深める
とともに、相手の話の内容について適切な評価
を行い、その情報を踏まえて自分の考えを広げ
たり深めたりしようとすることを通して、自ら
の学習を振り返りつつ調整している。

○ ○ ○ 23

○ ○ 1

○ ○ 1

合計

78

定期考査



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 1 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

国語 現代の国語演習
国語 現代の国語演習 1

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

高等学校　改訂版　標準　現代の国語（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

現代の国語演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

Ａ　書いて伝える（準備編）
【知識及び技能】
　常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（（１）ウ）
　
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わる
よう、根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに、文章の種類や、文
体、語句などの表現の仕方を工夫す
ることができる。（Ｂ（１）ウ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
表記・表現の基本ルールの確認
「現代の国語」で扱う漢字の読み・
書きの確認と演習
学習内容を活用した作文づくり

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

〇

【知識・技能】
　常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。（（１）ウ）
　
【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、自分の考えや事柄が
的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方
を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句
などの表現の仕方を工夫している。（Ｂ（１）
ウ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　常用漢字の読み・書きに慣れ、それらを文や
文章の中で使いこなそうとするとともに、自分
の考えや事柄を的確に伝えるために表現を工夫
することを通して、自らの学習を振り返りつつ
調整している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

２
学
期

Ｂ 論理的に伝える
【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解すること
ができる。（（１）オ）
　
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えが的確に伝わるよう、
自分の立場や考えを明確にするとと
もに、相手の反応を予想して論理の
展開を考えるなど、話の構成や展開
を工夫することができる。（Ａ
（１）イ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「論理的な表現」の内容理解
主張と理由の組み合わせについての
学習
効果的な理由づけについての学習

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

〇

【知識・技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解している。（（１）オ）

【思考・判断・表現】
　「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。（Ａ（１）イ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方についての認識を深めるとともに、自分の立
場や考えを明確にしながら話の構成や展開を工
夫することを通して、自らの学習を振り返りつ
つ調整している。

14



３
学
期

Ｃ　書いてよりよく伝える
【知識及び技能】
　実社会において理解したり表現し
たりするために必要な語句の量を増
すとともに、語句や語彙の構造や特
色、用法及び表記の仕方などを理解
し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
とができる。（（１）エ）

【思考力、判断力、表現力等】
　目的や意図に応じて書かれている
かなどを確かめて、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏ま
えて、自分の文章の特長や課題を捉
え直したりすることができる。（Ｂ
（１）エ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
接続表現の学習
表現の工夫の仕方についての学習
学習内容を活用した作文づくり

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での活用
授業内課題の提出

〇

合計

39

【知識・技能】
　実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。（（１）エ）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、目的や意図に応じて
書かれているかなどを確かめて、文章全体を整
えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。（Ｂ（１）エ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　語句や語彙の構造や特色についての認識を深
めるとともに、読み手からの助言などを踏まえ
て自分の文章の特長や課題を捉え直すことを通
して、自らの学習を振り返りつつ調整してい
る。

○ ○ ○ 12



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度 教科 ：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民  科目 公共
公民 公共 2

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和
と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

改訂版　高等学校 公共　これからの社会について考える　（数研出版）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の
諸課題について理解するとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，解決に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら構想したことを議論する力を養う。

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かり
となる概念や理論について理解するとともに，諸資料から，
倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の
手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基
本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議論する力
を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，
現代社会に生きる人間としての在り方生き方につい
ての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公
民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ること
や，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合
うことの大切さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項　人間としての生き方あ
り方　　　　　　　　　　　　・教
材　教科書、地図帳、ワークシート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

知識・技能】
アジア各地域間の貿易やアジア諸国と欧米諸国の
進出と，日本への影響について理解している。
【思考・判断・表現】
「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易
の意義と地域の変容について考察し，自分の言葉
で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀の交易と現代の貿易との違いについて考察
し，その変化の要因を追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

配当
時数

１

学

期

単元　公共的空間をつくる
【知識及び技能】
青年期が自立をはかる重要な時期であること、
伝統文化とその継承が重要なことを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己形成の課題について考察でき、表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自らを成長させる人間としての在り方生き方と
はどのようなものか主体的に追究できている。

・指導事項　公共的空間をつくる
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○ 6

単元　公共的空間における人間としてのあり方
や生き方を追求する
【知識及び技能】
西洋近現代の思想の要点を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
思想の要点を通して、自分の生き方を検証し、
公共的空間をつくる者として考察を深め、表現
している。
【学びに向かう力、人間性等】
選択や判断の手がかりとなる考え方を学び、自
らを成長させる人間としての在り方生き方とは
どのようなものか主体的に追究できている。

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○

8

単元　公共的空間における基本原理
【知識及び技能】
民主社会を支える基本的原理（個人の尊重、法
の支配、自由・平等・権利と義務など）を理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
これらの基本的原理を学ぶことによって、個人
と社会の関わりについて多角的に考察し、それ
を自分の言葉で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
選択や判断の手がかりとなる考え方を学び、自
らを成長させる人間としての在り方生き方とは
どのようなものか主体的に追究できている。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○ 6

単元　公共的空間における人間としてのあり方
や生き方を追求する
【知識及び技能】
西洋近現代の思想の要点を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
思想の要点を通して、自分の生き方を検証し、
公共的空間をつくる者として考察を深め、表現
している。
【学びに向かう力、人間性等】
選択や判断の手がかりとなる考え方を学び、自
らを成長させる人間としての在り方生き方とは
どのようなものか主体的に追究できている。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○



２

学

期

単元　政治参加と民主政治の課題
【知識及び技能】
地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考察す
ることによって具体的に民主政治を支える制度
を理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
選挙制度の違いによって，政党制にも大きな違
いがでてくることを考察できている。自分が理
想とする選挙制度を選択することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬投票などを通して，選挙に積極的に参加す
るなど主権者としての自覚を持つことができて
いる。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○

定期考査 ・定期考査 ○

○ 12

単元　国際政治の動向
【知識及び技能】
国際法の意義、国際紛争を解決する国際連合な
どの機関の役割が理解できている。
　冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れが
理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
集団的安全保障がなぜ有効なのか考察できてい
る。
　国連の現状と課題について考察できている。
【学びに向かう力、人間性等】
日々報道される世界の国際紛争に関心が持てて
いる。
　それぞれの紛争の解決への筋道は何か提示す
ることができている。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○ 10

○ ○ 1

単元　国際政治の課題と日本の役割
【知識及び技能】
　国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割、核軍拡から核軍縮への流れ、現代の世界の
紛争や人権問題について理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
留学生や国際NGOの役割を学び、国際社会の諸問
題について考察し、自分の意見を表現し、他者
に説明できている。
【学びに向かう力、人間性等】
民族紛争や難民問題など国際政治問題について
日常から関心を持っている。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○ 8

6

定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○ 1

単元　経済のしくみと産業の変化
【知識及び技能】
現代の企業の果たしている役割、中小企業や農
業の果たしている役割と現状、産業構造の変化
と職業選択との関係や，雇用・労働問題につい
て理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の企業倫理について、経済のサービス化が
進展し，国民生活にどのような変化をもたらし
たかについて考察できている。
【学びに向かう力、人間性等】
AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。
経済社会に主体的に生きる一員として，今後の
日本経済について見通しがたてられている。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○

３

学

期

単元　市場経済のしくみと金融
【知識及び技能】
市場経済のメカニズムと、各種経済指標、金融
のしくみを理解し、経済状況に応じて適切な手
段について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
需給曲線を使って，どのような場合に価格が変
動するのか理解し、自分の言葉で表現できてい
る。
GDPが大きいことが豊かさにつながるのかどう
か，豊かさについて自分なりに判断できてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
商品の価格は需給関係によって変動するものも
あることを理解し，合理的な消費行動がとれて
いる。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○

学年末考査 ・学年末考査 ○ ○ ○ 1

合計

78

○ 4

単元　財政、社会保障、国際経営の動向
【知識及び技能】
政府の役割、社会保障、外国為替のしくみ、戦
後の国際経済の流れについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
将来を予測し、税と社会保障のバランスを考察
したり、グローバル化する経済の影響について
考察し、自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
日本経済の課題、国際経済の課題について、学
ぶ意欲がもつことができているか。

・指導事項
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自
身の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、
効果的な問いを発するなど授業への参加の度合、
ワークシートを仕上げて提出するなど積極的な態
度がみられる

○ ○ ○ 5



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学  科目 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅰ
数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の
習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、
それらを活用する態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新高校の数学Ⅰ【数研出版】

数学
数と式、図形と軽量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に
考察する能力を培い、それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

・数と式、図形と計量、２次関数及びデータの
分析についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解する
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

・数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に
変形したりする力を身に付けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性
質や計量について論理的に考察し表現する力を
身に付けている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考
察する力を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係などに着目
し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を
解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察
し判断したりする力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・定期考査 ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

数と式の計算（多項式の乗法）
【知識及び技能】
・整式の加法・減法、乗法の意味を
理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・すでに学習した計算の方法と関連
付けるさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
・整式の加法・減法に関心を持ち，
目的に応じて式の変形させる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プリ
ントやFormsへの提出で理解度を確
認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・整式の加法・減法，乗法の意味を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・既に学習した計算の方法と関連付けることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
・整式の加法・減法に関心を持ち，目的に応じて
式の変形をしようとする。

○ ○ ○ 11

定期考査
数と式の計算（展開、因数分解）
【知識・技能】
・因数分解の意味を理解させる。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理
したり，1つの文字に置き換えたり
させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心を
持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プリ
ントやFormsへの提出で理解度を確
認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・因数分解の意味を理解している。
・乗法公式や因数分解の公式の意味を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理したり，1つの
文字に置き換えたりするなどして，いろいろな式
の見方をすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心を持ち，目的に
応じて式の変形をしようとする。

○ ○ ○ 15

1定期考査 ・定期考査 ○ ○



○ 15

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

数と式の計算（平方根）
【知識・技能】
・絶対値の意味を理解させる。
・根号を含む式の計算や有理化をさ
せる。

【思考・判断・表現】
・数を拡張してきた過程やその意
義，数の四則演算の可能性について
考察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・分母に根号を含む式において，分
母を有理化する方法に関心を持たせ
る。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プリ
ントやFormsへの提出で理解度を確
認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・実数が四則演算に関して閉じていることや，直
線上の点と1対1に対応することを理解している。
・絶対値の意味を理解している。
・根号を含む式の計算や有理化ができる。

【思考・判断・表現】
・数を拡張してきた過程やその意義，数の四則演
算の可能性について考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・分母に根号を含む式において，分母を有理化す
る方法に関心をもつ。

○ ○

３
学
期

２次関数（２次関数のグラフ）
【知識・技能】
・関数のグラフの意味を理解させ
る。

【思考・判断・表現力】
・2次関数y=ax^2+bx+cのグラフは
y=ax^2のグラフを平行移動したもの
であることを理解させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・2次関数とそのグラフについて関
心を持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プリ
ントやFormsへの提出で理解度を確
認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・関数のグラフの意味を理解している。
・2次関数のグラフの軸と頂点の座標の方程式を
求めることができる。

【思考・判断・表現力】
・2次関数y=ax^2+bx+cのグラフはy=ax^2のグラフ
を平行移動したものであることを理解し，その移
動について考察することができる。
・2次関数の式とグラフについて，グラフを用い
て多面的に考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・2次関数とそのグラフについて関心を持ち，調
べようとする。

○ ○

○ ○ 17

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

数と式の計算（１次不等式）
【知識・技能】
・1次不等式とその解の意味を理解
し，解を求めるさせる。

【思考・判断・表現】
・不等式の性質を基にして，1次不
等式の解き方を考察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・日常の事象や社会の事象に関連し
た課題の解決に，不等式を活用させ
る。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プリ
ントやFormsへの提出で理解度を確
認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・不等式の性質を利用して，不等式の解を求める
ことができる。
・1次不等式とその解の意味を理解し，解を求め
ることができる。

【思考・判断・表現】
・不等式の性質を基にして，1次不等式の解き方
を考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・数量の関係を不等式で表すことのよさをとらえ
ようとする。
・日常の事象や社会の事象に関連した課題の解決
に，不等式を活用しようとする。

○

合計

78

○ 15

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

体つくり運動
【知識及び技能】
　ア　体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と自主的に関わり合うこと
ができるようにする。
　イ　実生活に生かす運動の計画で
は、ねらいに応じて、健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組ませ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に自主的に取り組む
とともに、互いに助け合い教え合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、話合いに貢献しようとするこ
となどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

〇体力テスト
・握力
・上体起こし
・長座体前屈
・反復横跳び
・20ｍシャトルラン
・立ち幅跳び
・ハンドボール投げ

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方，運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

〇キャッチバレーボール
〇フラッグフットボール

【知識・技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開することがで
きる。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦な
どについての話合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け合い教え
合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができる。

【知識・技能】
　体ほぐしの運動では、手軽な運動を行い、
心と体は互いに影響し変化することや心身の
状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うこ
とができる。
　実生活に生かす運動の計画では、ねらいに
応じて、健康の保持増進や調和のとれた体力
の向上を図るための運動の計画を立て取り組
もうとしている。
【思考・判断・表現】
　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えよ
うとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　体つくり運動に自主的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、話合いに貢献しようとする
ことなどや、健康・安全を確保することがで
きる。

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 16

配当
時数

評価規準 知 思 態

各種の運動の特性に応じた技能を身に着けるとともに、社会生活における健康・安全について理解する。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

動における競争や協働の経験を通して、公正に
取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるとともに、健康・安
全を確保して、生涯にわたって継続して運動に
親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代高等保健体育改訂版

保健体育

保健体育 体育

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。



２
学
期

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方，運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

〇卓球
〇ティーボール

【知識・技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開することがで
きる。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦な
どについての話合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け合い教え
合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができる。

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方，運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

武道
【知識及び技能】
　相手の動きの変化に応じた基本動
作や基本となる技、連絡技を用い
て、相手を崩して投げたり、抑えた
りするなどの攻防をすることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方
を工夫するとともに、自己の考えた
ことを他者に伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　武道に自主的に取り組むととも
に、相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること、自
己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

〇合気道 【知識・技能】
　相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技、連絡技を用いて、相手を崩して投
げたり、抑えたりするなどの攻防をすること
ができる。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己の考えたことを他
者に伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　武道に自主的に取り組むとともに、相手を
尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしよう
とすること、自己の責任を果たそうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどや、健康・安全を
確保することができる。

〇 16

〇バスケットボール
〇バドミントン

【知識・技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開することがで
きる。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦な
どについての話合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け合い教え
合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができる。

〇

8〇 〇

〇

〇 〇

〇 8

〇



３
学
期

陸上競技
【知識及び技能】
　自己に適したペースを維持し、一
定の距離を走り通し、タイムを短縮
したり、競走したりできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに、自
己の考えたことを他者に伝えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止め、
ルールやマナーを大切にしようとす
ること、自己の責任を果たそうとす
ること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

〇持久走
〇シャトルラン

体育理論
【知識及び技能】
　スポーツの発展は、人々に文化
的、社会的、経済的な恩恵をもたら
していること、一方、スポーツへの
社会の関心や期待が高まることで課
題も生じることについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し判
断するとともに、他者に伝えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自主
的に取り組もうとする態度を身につ
けさせる。

〇スポーツの発祥と発展
　1．スポーツの始まりと変遷
　2．文化としてのスポーツ
　3．オリンピックとパラリンピッ
クの意義
　4．スポーツが経済に及ぼす効果
　5．スポーツの高潔さとドーピン
グ
　6．スポーツと環境

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
・課題の配信と提出。
・資料映像の視聴。

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方，運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

〇ニュースポーツ
・ゴールボール
・ボッチャ
・キンボール

6

【知識・技能】
　自己に適したペースを維持し、一定の距離
を走り通し、タイムを短縮したり、競走した
りできる。
【思考・判断・表現】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、自己の責任を果た
そうとすること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保することができる。

〇 〇 〇

6

合計

78

8〇 〇 〇

【知識・技能】
　スポーツの発展は、人々に文化的、社会
的、経済的な恩恵をもたらしていること、一
方、スポーツへの社会の関心や期待が高まる
ことで課題も生じることについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について、課題を発見し、よりよい解決
に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇

【知識・技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開することがで
きる。
【思考・判断・表現】
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦な
どについての話合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け合い教え
合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができる。



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 1

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健

健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

現代高等保健体育改訂版

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能を身に着けるとともに、社会生活における健康・安全について理解する。

自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

○

態
配当
時数

１
学
期

現代社会と健康
【知識及び技能】
　一人一人が健康に関して深い認識
をもち、自らの健康を適切に管理す
ること及び環境を改善していくこと
が重要であることを理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について、課題を
発見し健康や安全に関する原則や概
念に着目して解決の方法を思考し判
断するとともに、それらを表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　現代社会と健康についての学習に
主体的に取り組もうとする態度を身
につけさせる。

〇指導事項
　1．健康の考え方と成り立ち
　2．私たちの健康のすがた
　3．生活習慣病の予防と回復
　4．がんの原因と予防
　5．がんの治療と回復
　6．運動と健康
　7．食事と健康
　8．休養・睡眠と健康

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
・課題の配信と提出。
・課題解決に向けた調査。
・資料映像の視聴。

【知識・技能】
　一人一人が健康に関して深い認識をもち、
自らの健康を適切に管理すること及び環境を
改善していくことが重要であることを理解し
ている。

【思考・判断・表現】
　現代社会と健康について、課題を発見し健
康や安全に関する原則や概念に着目して解決
の方法を思考し判断するとともに、それらを
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　現代社会と健康についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1

1

２
学
期

現代社会と健康
【知識及び技能】
　一人一人が健康に関して深い認識
をもち、自らの健康を適切に管理す
ること及び環境を改善していくこと
が重要であることを理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について、課題を
発見し健康や安全に関する原則や概
念に着目して解決の方法を思考し判
断するとともに、それらを表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　現代社会と健康についての学習に
主体的に取り組もうとする態度を身
につけさせる。

〇指導事項
　9． 喫煙と健康
　10．飲酒と健康
　11．薬物乱用と健康
　12．精神疾患の特徴と健康
　13．精神疾患の予防
　14．精神疾患からの回復
　15．現代の感染症
　16．感染症の予防
　17．性感染症・エイズとその予
防
　18．健康に関する意思決定・
　　　行動選択
　19．健康に関する環境づくり

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
・課題の配信と提出。
・資料映像の視聴。

【知識・技能】
　一人一人が健康に関して深い認識をもち、
自らの健康を適切に管理すること及び環境を
改善していくことが重要であることを理解し
ている。

【思考・判断・表現】
　現代社会と健康について、課題を発見し健
康や安全に関する原則や概念に着目して解決
の方法を思考し判断するとともに、それらを
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　現代社会と健康についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査

定期考査
○ ○

○ ○ ○

３
学
期

安全な社会生活
【知識及び技能】
　事故等の発生には人的要因及び環
境要因が関わることを踏まえ、個人
の取組に加えて社会的な取組が求め
られることを理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
　安全な社会生活について、安全に
関する原則や概念に着目して危険の
予測やその回避の方法を考え、それ
らを表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
　安全な社会生活についての学習に
主体的に取り組もうとする態度を身
につけさせる。

〇指導事項
　1．交通事故の現状と発生要因
　2．安全な社会の形成
　3．交通における安全
　4．応急手当の意義とその基本
　5．日常的な応急手当
　6．心肺蘇生法

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
・課題の配信と提出。
・資料映像の視聴。

【知識・技能】
　事故等の発生には人的要因及び環境要因が
関わることを踏まえ、個人の取組に加えて社
会的な取組が求められることを理解してい
る。

【思考・判断・表現】
　安全な社会生活について、安全に関する原
則や概念に着目して危険の予測やその回避の
方法を考え、それらを表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　安全な社会生活についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

○

定期考査 〇 〇

合計

39

○ 10

〇 1

○



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

施行する力　

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

光村出版　美術1

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けている。

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができている。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い，豊かな情操を培おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

美術表現に関わる知識を習得し、絵画・彫刻デ
ザインの技能と、それらの教材体験を通じて磨
く。

絵画や彫刻・デザインの制作で創造性を養い、
創作することで思考する、判断する能力を磨
き、自己表現を高める。

創作は集中力を必要とし、自己発見・気付きが
生まれ、学ぶ力を高めていく。人間性は情緒教
育で高められていき、自己探求を深められる。

知：行動観察
思：作品制作

○ ○ 6

知 思 態

配
当
時
数

・水彩絵の具でモダンテクニックを
活用しながら、シュールレアリズム
絵画を制作。
・下絵づくりで４つのアイテム
（夢・現実・非現実・好みの事）を
組み合わせ、絵を構成する。

・モダンテクニックを活かした
シュールレアリズム絵画の作成。

○

・モダンテクニックのドリッピン
グ、スパッタリング、フロッター
ジュ、デカルコマニー、マーブリ
グ、スタッピング、コラージュ等を
手掛け理解する。

・モダンテクニックを学ぶ

○ ○

知：行動観察
思：作品制作

○ ○ ○ 6

知：行動観察
思：作品制作

○ ○ ○ 8

知：行動観察
態：鑑賞プリント提出

○ ○ ○ 8

２
学
期

・テーマに沿った平面構成を雲形定
規やテンプレート、コンパス、定規
を用いて制作する。
・テーマは感情（嬉しい・悲しいな
ど）でも物や景色などでも良く、自
己探求につながっていく。

・平面構成を学ぶ
（色彩学習も含める）

○

・自己のテーマを決めてシュールレ
アリズム絵画を制作し発表。他社の
作品について鑑賞。話し合う中で観
察力を深める。

・シュールレアリズム
絵画の鑑賞

○

１
学
期

・美術における学びの姿勢を理解す
る。
・鉛筆デッサンで基本的の相貫体の
描画や、質感の違う静物を描き、観
察力や表現力を養う。

・オリエンテーション
・鉛筆デッサン
①相貫体をクロッキー
②静物画を鉛筆デッサン

○

14

・針金プレートは柔らかく曲がり造
形作品を作る素材として用い針金も
加え自由テーマで立体表現を行う。

・金網アートの制作

○

知：行動観察
思：作品制作

○ ○

知：行動観察
思：作品制作

○ ○ ○

・日本や西洋の美術史を絵画や彫
刻、デザインを中心に学ぶ。

・日本美術史を学ぶ
・西洋美術史を学ぶ

○ ○ ○ ○

○ 16

３
学
期

・銅版画のドライポイントを中心に
制作し、版画作品の技法を理解し、
版を作ることでできる作品の制作を
学ぶ。

・銅版画制作
（ドライポイント・エッチング）

○

知：行動観察
思：作品制作

知：行動観察
態：日本美術史・西洋美術史のプリント提出

○ ○

8

合
計

78

○ ○ ○ 12



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

外国語 English Communication 1
外国語 English Communication 1 2

English Communication 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

[知識]教室で使う表現について，その使い方や
使う場面などを理解している。
[技能]教室で使う表現について，その使い方や
使う場面などを正しく認識し，適切に使うこと
ができる技能を身につけている

教室で使う表現について，その使い方や使う場
面などを正しく認識し，適切に使っている。

教室で使う表現について，その使い方や使う場
面などを正しく認識し，適切に使おうとしてい
る。

All Abroad English Communication 1  Revised 東京書籍

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，論理性に注意して話して伝え合ったりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝えることができる。

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
使う場面などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
教室で使う表現について，適切に
使っている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Warm-up1
アルファベット
Wram-up2
教室で使う表現
Warm-3
辞書の使い方Warm-up1.2.3
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

１ 英語を読み解く技能と運用能力が向上
したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○ 6

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○ 8

B 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすいように伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項  Pre-lesson1
My name is Ito Neko.
Pre-lesson2
I like Junk food.
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○
本文の内容について理解しているかを筆記
テストする。

○ ○ 1
定期考査 定期考査

○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○ 8

Ｃ単元
【知識及び技能】
過去形の意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやいように伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや好みを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson1 Breakfast
around the World
私の朝ごはん
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○ 6

Ｄ 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや好みを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson1　Breakfast
around the World
私の朝ごはん
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○

○
本文の内容について理解しているかを筆記
テストする。

○ ○ 1
定期考査 定期考査

○



8

F 単元
【知識及び技能】
進行形を用いた文の形・意味・用法
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson2
Australia’s Cute Quokkas
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○

Ｅ 単元
【知識及び技能】
進行形を用いた文の形・意味・用法
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson2
Australia’s Cute Quokkas
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

○ ○ 8

定期考査 定期考査
○ ○

本文の内容について理解しているかを筆記
テストする。

○ ○ 1

G 単元
【知識及び技能】
助動詞can, willを用いた文
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考えを話したり書いたりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson3　Life with
Spade
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ 8

H 単元
【知識及び技能】
助動詞can, willを用いた文
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考えを話したり書いたりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson3　Life with
Spade
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○

○ ○ 8

定期考査 定期考査
○ ○

本文の内容について理解しているかを筆記
テストする。

○ ○ 1

３
学
期

I 単元
【知識及び技能】
to不定詞を用いた文
【思考力、判断力、表現力等】
気持ちを話したり書いたりして伝え
合う。
【学びに向かう力、人間性等】
気持ちを伝え合おうとしている。

・指導事項   lesson4　A Miracle
Mirror
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○

２
学
期

定期考査 定期考査
○

○ 8

J 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えをまとめる
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項   lesson4　A Miracle
Mirror
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が向上し
たか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深まったか

○ ○

合
計

78

○
本文の内容について理解しているかを筆記
テストする。 ○ ○ 1

○ ○ ○ 5



年間授業計画　様式

高等学校 令和8年度 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業  科目 工業情報数理
工業 工業情報数理 2

よりよい社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

工業情報数理
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野
における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

工業情報数理（オーム社）

工業 工業の見方・考え方を働かせ、職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】工業について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付ける。

工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身に付け
る。

工業の各分野における情報技術の進展と情報の
意義や役割及び数理処理の理論を理解するとと
もに，関連する技術を身に付けるようにする。

情報化の進展が産業社会に与える影響に関する
課題を発見し，工業に携わる者として科学的な
根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する
力を養う。

工業の各分野において情報技術及び情報手段や数
理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び，
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を
養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
　データの暗号化技術
　電子認証技術
　ウイルス対策ソフト
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　コンピュータの不正使用の対策方法について
理解している。
【思考・判断・表現】
　コンピュータの不正使用の対応策についてい
くつかの選択肢について思考・判断し、表現で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータの障害が社会に対する影響が大
きいことについて主体的に考えようとしてい
る。

◎ 〇 7

配当
時数

１
学
期

A 情報モラル
【知識及び技能】
　個人情報の取扱い方や著作権な
どの知的財産の制度を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報に関するルールやモラルに
ついて違反しているかどうかを判
断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報を取り扱う際の留意点など
について主体的に考えられる。

・指導事項
　個人のプライバシー
　著作権、知的財産権
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　著作権や知的財産権について正しく理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　情報に関するルールやモラルについて思考・
判断し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報を取り扱う際の留意点について主体的に
考えようとしている。

◎ 〇 7

B 情報のセキュリティ管理
【知識及び技能】
　情報のセキュリティを高める方
法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　コンピュータの不正使用がどの
ように起こり、その対策はどうす
ればいいかを思考・判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータの障害が起こらな
いように対策を考えようとしてい
る。

1定期考査 ・定期考査 〇 〇

7

D 情報通信ネットワーク
【知識及び技能】
　通信ケーブル、通信機器、プロ
トコルについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　通信状態の不安定さについてそ
の原因を思考・判断・表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　データ通信を行う上でのネット
ワークの活用について主体的に取
り組んでいる。

・指導事項
　通信ケーブルの種類
　TCP/IPとプロトコル
　IPアドレス（Ipv4)
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　通信プロトコルについてその役割を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　ネットワークの安定性を阻害する原因をいく
つか挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　通信ネットワークの活用について協働的に取
り組んでいる。

〇 ◎ 7

C　ハードウェアとソフトウェア
【知識及び技能】
　コンピュータの構造やOSとソフ
トウェアの役割を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　コンピュータシステムの課題を
見出し、解決策を思考・判断して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータシステムの活用に
ついて主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

・指導事項
　コンピュータの構造と周辺機器
　インタフェース
　OSとソフトウェアの違い
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　コンピュータの構造やOSとソフトウェアの役
割を理解している。
【思考・判断・表現】
　コンピュータシステムの課題を見出し、解決
策をいくつか挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータシステムの活用について協働的
に取り組んでいる。

◎ 〇

1定期考査 ・定期考査 〇 〇



２
学
期

E アルゴリズム
【知識及び技能】
　アルゴリズムを表現するための
順次、分岐、繰り返し処理につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　３つの処理をどのように使い分
けたり組み合わるかを思考・判
断・表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　アルゴリズムを主体的に取り組
んでいる。

・指導事項
　流れ図
　順次処理
　分岐処理
　繰り返し処理
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　ある課題に対してアルゴリズムを描くことが
できる。
【思考・判断・表現】
　ある課題に対していくつかのアルゴリズムを
思考・判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　アルゴリズムの活用について協働的に取り組
んでいる。

〇 ◎

定期考査 ・定期考査 〇

〇 7

F　コミュニケーションと情報デザ
イン
【知識及び技能】
　メディアの特性とコミュニケー
ション手段の特徴について理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　コミュニケーションの目的を明
確にして、効果的な情報デザイン
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報デザインの考え方や方法を
活用してWEBページを作成しようと
している。

・指導事項
　メディアの特性
　ピクトグラム
　静止画、動画、圧縮、展開
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　ピクトグラムの特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
　ある課題に対していくつかの効果的な情報デ
ザインやコミュニケーションの手段を思考・判
断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ある目的のWEBページの作成を情報デザインの
考え方を用いて協働的に取り組んでいる。

〇 ◎ 〇 8

〇 1

G 数理処理
【知識及び技能】
　面積、体積、質量の積算及び単
位変換について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　コンピュータを利用して様々な
数理処理を思考し表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータを利用して主体的
に数理処理を行おうとしている。

・指導事項
　国際単位系
　面積、体積、質量の積算
　単位換算
　実験やシミュレーションの数理
処理
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　面積、体積、質量の積算及び単位換算につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
　コンピュータを利用して数理処理方法を思
考・判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータを利用して数理処理について協
働的に取り組んでいる。

〇 ◎ 7

8

定期考査 ・定期考査 〇 〇 1

H　プログラミング
【知識及び技能】
　組込コンピュータを用いて実際
に制御するプログラミングができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　アルゴリズムを工夫しながら思
考錯誤してプログラミングしそれ
を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミングの処理手順につ
いて主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。

・指導事項
　Microbitの使い方
　チュートリアル
　Phython
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　Microbitを使ってチュートリアルを完成させ
ることができる。
【思考・判断・表現】
　Microbitを利用して課題のプログラムを思
考・判断しながら作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　Microbitを利用して課題のプログラムを主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

◎ 〇 〇

３
学
期

H　プログラミング
【知識及び技能】
　組込コンピュータを用いて実際
に制御するプログラミングができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　アルゴリズムを工夫しながら思
考錯誤してプログラミングしそれ
を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミングの処理手順につ
いて主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。

・指導事項
　Microbitの使い方
　チュートリアル
　Phython
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　Microbitを使ってチュートリアルを完成させ
ることができる。
【思考・判断・表現】
　Microbitを利用して課題のプログラムを思
考・判断しながら作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　Microbitを利用して課題のプログラムを主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

〇 ◎

定期考査 定期考査 〇 〇 1

合計

78

〇 7

H　プログラミング
【知識及び技能】
　組込コンピュータを用いて実際
に制御するプログラミングができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　アルゴリズムを工夫しながら思
考錯誤してプログラミングしそれ
を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミングの処理手順につ
いて主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。

・指導事項
　Microbitの使い方
　チュートリアル
　Phython
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用
　Teams

【知識・技能】
　Microbitを使ってチュートリアルを完成させ
ることができる。
【思考・判断・表現】
　Microbitを利用して課題のプログラムを思
考・判断しながら作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　Microbitを利用して課題のプログラムを主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

〇 〇 ◎ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度  教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

15

A 食品工業類型①　2班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の基礎
　食品基礎実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・試薬の安全な使い方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 9

A 食品工業類型①　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の基礎
　食品基礎実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・試薬の安全な使い方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇

定期考査 ・定期考査

・指導事項
　食品製造の基礎
　食品基礎実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・試薬の安全な使い方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 12

配当
時数

１
学
期

A 食品工業類型①　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の基礎
　食品基礎実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・試薬の安全な使い方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 9

A 食品工業類型①　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

工業技術について基本的・基礎的な知識を理解
するとともに、必要な技術を習得する。

工業技術に関する課題を発見し、職業人に求め
られる倫理観と合理的・創造的に課題を解決す
る力を身につける。

工業技術をとおして、より良い社会の構築を目指
して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協調性を
もつ取り組み態度を身につけさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

工業技術をとおして、より良い社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協調性をもつ取り
組み態度を身につけさせる。

工業技術基礎(食品工業)
実践的・体験的な学習活動を行うことにより、工業の各分野における課題解決能力、工業技術の発
展に対応する能力、職業人としての倫理観を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自校作成テキスト

工業 工業の見方・考え方を働かせ職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】工業について基本的・基礎的な知識理解するとともに、必要な技術を習得する。

工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観と合理的・創造的に課題を解決する力を身につけ
る。

 工業  科目 工業技術基礎(食品工業)
 工業 工業技術基礎(食品工業) 3



合計

117

〇 12

A 食品工業類型②　2班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の応用・発展
　食品応用実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 12

３
学
期

A 食品工業類型②　2班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の応用・発展
　食品応用実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇

9

A 食品工業類型②　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の応用・発展
　食品応用実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇

A 食品工業類型②　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の応用・発展
　食品応用実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 15

〇 12

A 食品工業類型②　1班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の応用・発展
　食品応用実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇 〇 12

２
学
期

A 食品工業類型①　2班
【知識及び技能】
器具・材料の適切な使い方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
適切な洗浄、前後の処理を理解
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に安全、衛生、環境に配慮

・指導事項
　食品製造の基礎
　食品基礎実験
・教材（自校作成テキスト・プリン
ト）
・ICT活用　等

【知識・技能】
器具・装置・材料の安全・適切な使い方を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
適切な洗浄及び前後処理方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に安全の確保、衛生面・環境に配慮してい
る。

〇 〇



年間授業計画　様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業(総合技術科)  科目 工業技術基礎（機械類型）
工業(総合技術科) 工業技術基礎（機械類型） 3

授業への取り組み（意欲、集中度、忘れ物、服装等）・レポートの完成状況（内容・提出状況）

工業技術基礎　実教出版

工業(総合技術科) 安全第一な実習について基礎的な知識や技術を理解する

【 知　識　及　び　技　能 】 作品の完成状況（到達度、作品や課題の出来ばえ、創意工夫）

出席状況（出欠・遅刻の状況）

工業技術基礎（機械類型） 実習中の事故や怪我のないよう安全作業・安全第一について理解する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　ものづくり技術について工業のもつ社会的な意義
や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解すると
ともに、関連する技術を身に付け
るようにする。

　ものづくり技術に関する課題を発見し，工業に携
わる者として基本的な技術に基づき工業技術の進展
に対応していく力を養う

ものづくり技術に関する広い視野をもつことを
目指して自ら学び，工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○

配当
時数

１
学
期

機械実習や工場内での安全について

安全に作業している

決められた形に加工できる

オリエンテーション
工業技術基礎の授業について
安全第一の実習について理解する

指導内容
（ｶﾞｽ・アーク・半自動溶接）
（旋盤）
（製図・ＣＡＤ）
教材　教科書　プリント

【知識・技能】
　作品　レポート

【思考・判断・表現】
　レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況・取り組み 〇 〇 〇 11

合計

59

〇 24

３
学
期

機械実習や工場内での安全について

安全に作業している

決められた形に加工できる

類型別
指導内容
（ｶﾞｽ・アーク・半自動溶接）
（旋盤・フライス盤）
（手仕上げ・鋳造）
（製図・ＣＡＤ）
教材　教科書　プリント

【知識・技能】
　作品　レポート

【思考・判断・表現】
　レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況・取り組み 〇 〇 〇 24

２
学
期

機械実習や工場内での安全について

安全に作業している

決められた形に加工できる

指導内容
（ｶﾞｽ・アーク・半自動溶接）
（旋盤）
（製図・ＣＡＤ）
教材　教科書　プリント

類型別
指導内容
（ｶﾞｽ・アーク・半自動溶接）
（旋盤・フライス盤）
（手仕上げ・鋳造）
（製図・ＣＡＤ）
教材　教科書　プリント

【知識・技能】
　作品　レポート

【思考・判断・表現】
　レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況・取り組み


